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第二十号 武　蔵　一　宮 （２）

年
頭
に
あ
た
り

１月１日の境内の様子

　
令
和
四
年
壬み
ず
の
え
と
ら寅
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
御
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
型
の
名
の
通
り
、
次
々
に
形
を
変
え
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
我
が
国
で
も
感
染

者
数
が
収
ま
っ
て
き
て
も
変
異
型
の
流
行
と
と
も
に
再
拡
大
し
、
都
市
部
を
中
心
に
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

の
対
策
を
取
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
あ
っ
て
も
無
観
客
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年
越
し
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
選
手
の
皆
様
が
精
一
杯
戦
う
姿
は
感
動
と
希
望
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、心
配
を
さ
れ
た
本
年
の
初
詣
で
す
が
、密
集
地
と
な
る
手
水
舎
の
使
用
中
止（
十
六
日
ま
で
）、窓
口
の
ア
ク
リ
ル
板
設
置
、

職
員
・
助
勤
者
の
マ
ス
ク
・
手
袋
着
用
、
各
所
へ
の
消
毒
液
設
置
等
、
感
染
症
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、
皆
様
を
お
迎
え
し

大
過
な
く
過
ご
す
事
が
出
来
て
お
り
ま
す
。
ま
た
御
朱
印
は
持
参
さ
れ
た
帳
面
は
預
か
ら
ず
、
正
月
特
別
紙
朱
印（
準
備
分
終
了

後
は
紙
朱
印
）の
お
渡
し
か
新
規
朱
印
帳
の
授
与（
十
日
ま
で
）に
限
ら
せ
て
頂
い
た
事
で
行
列
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昨
年
の
三
が
日
初
詣
参
拝
者
数
は
例
年
の
七
割
減
で
し
た
が
、
本
年
は
三
割
減
と
い
う
情
況
で
し
た
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
穏
で
人
と
人
が
親
し
く
交
わ
る
事
の
出
来
る

日
常
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
待
ち
遠
し
い
も
の
で
す
。



第二十号武　蔵　一　宮（３）

氷
川
神
社
の
神
楽
④　

神
楽
師
が
担
う
役
割

　
神
楽
と
は
祭
り
に
際
し
て
神
を
迎
え
、
そ
の
神
前
で
奉
納
さ
れ
る
芸
能
で
す
。
神

楽
師
は
神
楽
を
演
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
様
々
な
役
を
担
い
ま
す
。
当
社
に

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
神
輿
渡
御
の
先
導
を
猿
田
彦
命
が
行
う
際
に
は
神
楽
師
が
そ
の

役
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
も
昨
年
に
続
き
、
節
分
撒さ

ん

豆ず

式し
き
は
中
止
と
な
り
ま
す
が
、
節
分
の
鬼
役
も

神
楽
師
が
担
っ
て
い
ま
す
。
諸
説
あ
り
ま
す
が
節
分
の
鬼
は
、
も
と
も
と
方ほ

う
相そ
う

氏し

が

目
に
見
え
な
い
鬼
を
追
い
払
っ
て
い
た
も
の
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
方
相
氏
自
体

が
鬼
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。
撒
豆
式
で
は
、
裃
を
着
て
本
殿
で
祈
祷
を
受

け
た
特
別
年
男
・
年
女
が
舞
殿
に
お
い
て
豆
を
撒
き
、
厄
を
祓
い
ま
す
。
最
後
の
撒

豆
式
が
終
わ
る
と
、
神
楽
師
は
鬼
か
ら
福
の
神
で
あ
る
大
国
様
に
代
わ
り
福
を
授
け

ま
す
。

　
当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
以
外
に
も
年

間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で
御
皇

室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊
穣
と
氏

子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

祭
事
暦

十
月

　
　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
九
日　
抜
穂
神
事

　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
馬
鈴
薯
）

　
　
十
七
日　
神
嘗
奉
祝
祭

　
二
十
一
日　
朔
瓶
祭

　
十
一
月

　
　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
三
日　
明
治
祭

　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
焚
火
）

　
二
十
三
日　
新
嘗
祭

　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
大
祭

　
　
三
十
日
～
十
二
月
九
日　

　
　
　
　
　
　
大
湯
祭
前
斎

十
二
月　

　
　
　
十
日　
大
湯
祭
本
祭

　
　
十
一
日　
大
湯
祭
後
斎

　
　
　
　
　
　
誓
詔
祭

　
　
十
五
日　
献
詠
祭（
兼
題　
年
の
瀬
）

　
　
　
　
　
　
煤
払
い

　
三
十
一
日　
大
祓
式

　
　
　
　
　
　
除
夜
祭

抜穂神事　神饌大湯祭　神饌　百味膳



武　蔵　一　宮 （４）第二十号

秋
の
初
穂
を
捧
げ
て 

―
新
嘗
祭
あ
わ
せ
講
社
大
祭
斎
行
―

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

御
米　
　
　
島
根
氷
川
神
社

　
　
　
　
　
島
村
功
作

　
　
　
　
　
関
口
達
衛

　
　
　
　
　
水
の
フ
ォ
ル
ム

清
酒　
　
　
藤
野
泰
功

野
菜
果
物　
阿
泉
秀
典　
　
　

ワ
イ
ン　
　
秩
父
兎
田
ワ
イ
ナ
リ
ー

新
嘗
祭　

奉
納
御
礼

　
十
一
月
二
十
三
日
午
前
九
時
よ
り
新
嘗
祭
に
あ
わ
せ
敬
神
講
社
大
祭
を
斎

行
致
し
ま
し
た
。
講
社
と
は
同
じ
神
仏
を
信
仰
す
る
組
織
・
団
体
の
事
で
、

講
社
大
祭
に
は
各
町
内
の
総
代
な
ど
代
表
の
方
が
参
列
し
秋
の
初
穂
を
捧
げ

祭
典
を
行
い
ま
す
。

　
祭
典
中
に
は
斎さ
い
主し
ゅ
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
敬
神
講
社
の
代
表
者
で
あ
る
講

長
が
祈
願
文
を
読
み
上
げ
、
氷
川
の
大
神
様
に
日
頃
お
守
り
頂
い
て
い
る
感

謝
を
述
べ
更
な
る
御
神
威
の
発
揚
と
講
員
の
健
康
と
家
業
発
展
、
国
家
安
泰

を
祈
り
ま
す
。

　
稔
り
の
秋
に
は
感
謝
を
込
め
て
、神
様
に
そ
の
年
の
新
穀
を
捧
げ
ま
す
が
、

こ
れ
を
初
穂
と
い
い
ま
す
。
神
社
に
納
め
る
初
穂
料
と
い
う
言
葉
は
こ
こ
に

由
来
し
ま
す
。

　
お
初
穂
の
言
葉
に
は「
い
た
だ
き
ま
す
」の
食
前
感
謝
、「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

の
食
後
感
謝
な
ど
神
様
へ
の
感
謝
の
誠
心
が
、
根
底
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。



武　蔵　一　宮（５） 第二十号

境
内
に
響
く
手
締
め
の
掛
け
声 

―
大
湯
祭
斎
行 

十
日
市
開
催
―

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

大
湯
祭 

奉
納
御
礼

　

十
二
月
十
日
午
前
八
時
、
大
湯
祭
本
祭
を

行
い
ま
し
た
。
大
湯
祭
は
十
一
月
三
十
日
か
ら

十
二
月
九
日
ま
で
を
前
齋
、
十
日
に
本
祭
、

十
一
日
に
後
齋
を
行
う
十
二
日
間
に
わ
た
る
お

祭
り
で
す
。
十
日
の
本
祭
に
あ
わ
せ
て
市
場
が

た
つ
た
め
、
十と
お

日か

市ま
ち

と
も
い
い
ま
す
。
前
齋
は

夜
の
お
祭
り
で
、
境
内
に
は
か
つ
て
の
火
祭
り

の
名
残
り
で
あ
る
篝
火
が
焚
か
れ
、
こ
の
火
に

あ
た
る
と
無
病
息
災
の
御
神
徳
に
あ
ず
か
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
昨
年
は
露
店
の
出
店
を
一
切
中
止
致
し
ま

し
た
が
、
昨
年
は
熊
手
、
神
具
等
の
露
店
に

限
り
約
四
十
店
舗
の
露
店
が
三
の
鳥
居
内
に

出
店
致
し
ま
し
た
。
参
道
や
第
一
駐
車
場
へ
の

飲
食
の
露
店
は
出
店
し
な
か
っ
た
た
め
、
大
宮

警
察
に
よ
る
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
は
零
時
か
ら
二
十
四
時
ま
で
開
門

し
、
授
与
所
を
開
設
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨

年
は
九
日
の
祭
典
終
了
後
に
閉
門
し
、
十
日

の
午
前
六
時
に
開
門
、
午
後
八
時
半
に
閉
門
、

参
拝
者
は
約
十
万
人
で
し
た
。

　

尚
、
神
社
で
お
出
し
し
て
お
り
ま
す
熊
手

は
一
年
を
通
し
て
納
め
ら
れ
ま
す
が
、
熊
手
露

店
商
で
購
入
さ
れ
た
熊
手
は
十
二
月
十
日
の

み
の
引
き
取
り
に
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
下

さ
い
。

百
味
膳　
三
峯
神
社

　
　
　
　
秩
父
神
社

　
　
　
　
七
里
敬
神
講
社

　
　
　
　
埼
玉
県
南
部
漁
業
組
合

　
　
　
　
猟
友
会

　
　
　
　
魚
志゙
ゃ
う

　
　
　
　
㈱
鯉
平

　
　
　
　
㈱
信
濃
屋

　
　
　
　
大
和
田
氏
子
中

　
　
　
　
原
田
喜
平

　
　
　
　
蓮
沼
神
明
神
社
氏
子
中

　
　
　
　
蓮
沼
菅
原
神
社
氏
子
中

　
　
　
　
大
谷
氷
川
神
社
氏
子
中

御　
米　
薄
田
守
利

　
　
　
　
星
野
昇
保

　
　
　
　
森
田
栄
治

清　
酒　
㈱
中
村
写
真
館

　
　
　
　
㈱
電
成
社

　
　
　
　
㈱
丸
三
屋

　
　
　
　
㈲
春
光
社
印
刷

　
　
　
　
清
水
伸
洋

　
　
　
　
㈲
西
一

　
　
　
　
㈱
和
泉
空
調
設
備

ビ
ー
ル　
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

　
　
　
　
サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
㈱
埼
玉
支
店

鳥・果
物　
㈱
み
ど
り
建
設　
　
　

　
魚　
　
平
野
貞
祐

菓　
子　
よ
ね
屋
煎
餅
店

　
　
　
　
藤
野
泰
功

本祭　献饌

前齋での修祓

二年ぶりの熊手市

前齋での篝火



武　蔵　一　宮 （６）第二十号

　
十
月
二
十
四
日
午
後
二
時
、
戦
艦

武
蔵
顕
彰
祭
を
、
戦
艦
武
蔵
顕
彰
会

会
長
三
原
宏
治
氏
を
始
め
約
三
十
名

参
列
の
も
と
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
十
月
五
日
午
前
十
一
時
、
稲
荷
神

社
に
て
鳥
居
の
奉
納
を
頂
き
ま
し
た

飛
田
和
一
雄
様
参
列
の
も
と
、
奉
告

祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
十
月
三
十
日
、
正
式
参
拝
の
後
、

無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法
阿
字
会

井
本
忠
昭
阿
司
齋
他
会
員
に
よ
る
奉

納
演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

戦
艦
武
蔵
顕
彰
祭

稲
荷
神
社
鳥
居
奉
納
奉
告
祭

無
双
直
伝
英
信
流
阿
字
会
奉
納
演
武

武
蔵
菊
花
会
奉
納
菊
花
展

　
十
一
月
一
日
よ
り
十
五
日
ま
で
武

蔵
菊
花
会
に
よ
る
第
七
十
二
回
奉
納

菊
花
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
楼
門

内
外
の
廻
廊
や
舞
殿
な
ど
に
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
た
様
々
な
菊
、
約

四
百
八
十
鉢
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

社
頭
往
来



武　蔵　一　宮（７） 第二十号

　
十
一
月
十
日
、
敬
神
婦
人
会
の
会

員
約
四
十
名
に
よ
り
国
旗
の
小
旗
作

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
成
さ
れ
た

八
百
本
の
小
旗
は
一
般
財
団
法
人
日

本
文
化
興
隆
財
団
に
送
ら
れ
皇
居
で

の
新
年
一
般
参
賀
等
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

　
七
五
三
詣
は
本
年
も
混
雑
を
避
け

た
分
散
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
約

一
万
組
の
ご
家
族
が
お
参
り
さ
れ
ま

し
た
。
皆
様
の
健
や
か
な
る
成
長
を

祈
念
致
し
ま
す
。

　
十
一
月
二
十
五
日
世
界
ベ
ン
チ
プ

レ
ス
六
十
六
キ
ロ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
福
田
将
志
選
手
が
来
社
さ
れ
ま
し

た
。

敬
神
婦
人
会
国
旗
小
旗
作
り

七
五
三

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
福
田
選
手
来
社

神
社
と
氏
子
総
代　

神
宮
大
麻
頒
布
式
斎
行

　
総
代
と
は
氏
子
ま
た
は
崇
敬
者
の
う
ち
の
代
表
者
的
な
役
で
、
徳
望
厚
い

人
物
が
選
ば
れ
、神
社
の
運
営
や
祭
礼
な
ど
で
神
職
に
協
力
し
た
り
、氏
子
・

崇
敬
者
の
便
宜
を
図
る
な
ど
の
職
務
を
行
い
ま
す
。
神
職
や
巫
女
な
ど
神
社

の
職
員
だ
け
で
、
神
社
や
祭
礼
を
護
持
運
営
し
て
い
く
事
は
難
し
く
、
総
代

や
氏
子
崇
敬
者
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
基
盤
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

例
年
、
神
宮（
伊
勢
神
宮
の
正
式
名
称
）で
は
内
宮
神
楽
殿
に
お
い
て
大た

い
麻ま

暦れ
き

頒は
ん
布ぷ

始は
じ
め

祭さ
い
が
執
り
行
わ
れ
、
神
社
本
庁
及
び
各
都
道
府
県
の
神
社
庁
を
通
じ

て
全
国
の
神
社
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
当
社
で
も
、
十
二
月
二
日
社
務
所
に
て
氏
子
総
代
の
皆
様
に
お
集
ま
り
を

頂
き
、
神
宮
大
麻
頒
布
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
神
宮
の
お
札
は
神じ

ん
宮ぐ
う
大た
い
麻ま

と
呼
ば
れ
、
大
麻
は
「
お
お
ぬ
さ
」
と
も
読
み

お
祓
い
に
用
い
る
祭
具
を
意
味
し
て
お
り
ま
し
た
。
伊
勢
の
御お

ん
師し

と
呼
ば
れ

た
神
職
に
よ
り
頒
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
天
皇
の
思
し
召
し
に
よ
り

神
宮
か
ら
各
神
社
を
通
じ
て
全
国
に
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
年
は

百
五
十
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
現
在
で
は
氏
子
総
代
、
世
話
人

の
皆
様
の
協
力
を
頂
き
各
家
庭
に
頒
布
さ
れ
て
い
ま
す
。



武　蔵　一　宮 （８）第二十号

　
十
二
月
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
呉

竹
荘
に
て
奉
納
菊
花
展
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
衆
議
院
議
員
の
牧

原
秀
樹
様
、
枝
野
幸
男
様
な
ど
来
賓

と
し
て
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　
氷
川
神
社
宮
司
賞
　
七
点

　
十
二
月
十
五
日
、
献
詠
祭
終
了
後

に
本
殿
や
拝
殿
、
楼
門
な
ど
の
す
す

払
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
三
十
一
日
よ
り
一
月
五
日

ま
で
書
元
会
に
よ
る
書
道
　
点
の
廻

廊
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
三

年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
会
員

の
作
品
で
「
こ
ぶ
し
」、「
友
だ
ち
」、

「
新
し
い
朝
」、「
希
望
の
光
」、「
大
切

な
命
」、「
春
告
げ
鳥
」、「
自
然
の
宝
庫
」

が
兼
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
五
日
午
前
十
一
時
、
古

　
十
二
月
五
日
午
前
十
時
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
セ
ッ
ト
「
武
蔵

酒
造
組
合
祈
願
祭

武
蔵
菊
花
会
表
彰
式

す
す
払
い

書
元
会
廻
廊
展
示

古
神
札
焼
納
祭

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
奉
納

神
札
を
お
祓
い
し
、
古
神
札
焼
納
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

一
、｢

南
陽
黄
妙｣

　
茂
呂
尚
佑

一
、｢

瑞
竜｣

　
　
　
吉
田
勝
美

一
、｢

聖
光
華
宝｣

　
佐
藤
昭
次

一
、｢

黄
虎｣

　
　
　
鈴
木
　
旭

一
、｢

泉
郷
情
熱｣

　
籠
島
忠
弘

一
、｢

太
平
銀
月｣

　
土
居
忠
夫

一
、｢

富
士
の
輝｣

　
川
鍋
辰
雄

一
宮
　
氷
川
神
社
」
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
写
真
家
の
工

藤
裕
之
氏
が
撮
影
し
た
も
の
で
、
今

号
の
表
紙
に
も
使
用
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
切
手
セ
ッ
ト

は
十
二
月
十
日
よ
り
さ
い
た
ま
市
内

の
郵
便
局
な
ど
計
八
十
局
で
販
売
開

始
、
ま
た
十
日
の
み
楼
門
内
に
郵
便

局
員
の
方
が
販
売
所
を
開
設
致
し
ま

し
た
。

販
売
内
容
　
一
セ
ッ
ト（
フ
レ
ー
ム
切

手
一
シ
ー
ト
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
三
枚
）

販
売
価
格
　
一
八
四
〇
円

　
十
二
月
三
日
午
前
十
一
時
、
境
内

の
松
尾
神
社
前
に
て
酒
造
組
合
祈
願

祭
を
齋
行
し
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
酒
造
組
合
会
長
の
㈱
小
山

本
家
酒
造
代
表
取
締
役
会
長
小
山
景

市
様
、
㈱
小
山
本
家
酒
造
取
締
役
理

事
社
長
小
松
崎
功
様
、
大
瀧
酒
造
㈱

大
瀧
榮
壽
様
、
北
西
酒
造
㈱
代
表
取

締
役
社
長
北
西
隆
一
郎
様
等
が
ご
参

列
さ
れ
ま
し
た
。
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献
華
会　

奉
納
献
華

（
敬
称
略
）

十
月
　
二
日
　
國
學
院
大
學
若
木
育
成
会

　
　
　
　
　
　
神
奈
川
県
支
部

　
　
　
三
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
十
三
日
　
株
式
会
社
ア
ル
シ
ェ

　
　
　
　
　
　
ジ
ェ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

　
　
十
八
日
　
観
月
雅
楽
演
奏

　
二
十
一
日
　
武
楽
座

　
二
十
三
日
　
ミ
セ
ス
ジ
ャ
パ
ン
二
〇
二
一

　
　
　
　
　
　
埼
玉
選
考
会

　
二
十
四
日
　
ポ
リ
オ
根
絶
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ラ
リ
ー
実

　
　
　
　
　
　
行
委
員
会

　
二
十
五
日
　
一
般
財
団
法
人
日
本
学
協
会

　
　
三
十
日
　
無
双
直
伝
英
信
流
兵
法
阿
字
会

十
一
月
一
日
　
交
通
安
全
対
策
会
議

　
　
　
　
　
　
氷
川
参
道
部
会

　
　
　
八
日
　
株
式
会
社
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
バ
ロ
ッ
ク

　
　
　
九
日
　
武
蔵
菊
花
会
表
彰
式
事
前
打

　
　
　
　
　
　
ち
合
わ
せ

　
二
十
五
日
　
神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
原
市

　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
会

　
　
　
　
　
　
亀
ヶ
池
八
幡
宮
宮
司

十
二
月
二
日
　
北
足
立
支
部
役
員
会
臨
時
総
会

　
　
　
三
日
　
氷
川
参
道
対
策
会
議

　
　
　
五
日
　
正
月
助
勤
説
明
会

　
　
十
二
日
　
武
蔵
菊
花
会

　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
表
彰
式

　
　
十
六
日
　
日
本
郵
船
氷
川
丸
船
長

　
二
十
四
日
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆
様

の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤
志
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
大
宮
北
小
学
校

・
大
宮
北
中
学
校

・
新
宿
調
理
士
専
門
学
校

・
住
友
生
命
保
険
相
互
㈱

・
高
鼻
二
丁
目
友
の
会

・
パ
ー
ソ
ル
テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
㈱

　（
さ
い
た
ま
市
ジ
ョ
ブ
ア
シ
ス
ト
事
業
）

・
氷
川
蛍
の
会

・
み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社
大
宮
支
店

・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

十
月

　
古
流
松
藤
会
　
　
岩
波
理
豊

　
草
月
流
　
　
　
　
沖
山
草
俊

　
桂
古
流
　
　
　
　
小
林
華
侊

　
桂
古
流
　
　
　
　
高
橋
典
花

　
草
月
流
　
　
　
　
竹
下
尚
峰

　
正
風
流
一
光
会
　
桐
生
一
光

　
春
草
流
　
　
　
　
栗
原
春
彩

十
一
月

　
古
流
松
藤
会
　
　
岩
波
理
豊

　
桂
古
流
　
　
　
　
小
林
華
侊

　
草
月
流
　
　
　
　
竹
下
尚
峰

　
池
坊
　
　
　
　
　
草
谷
智
花

　
桂
古
流
　
　
　
　
高
橋
典
花

　
正
風
流
一
光
会
　
桐
生
一
光

十
二
月

　
池
坊
　
　
　
　
　
草
谷
智
花

　
草
月
流
　
　
　
　
沖
山
草
俊

　
桂
古
流
　
　
　
　
小
林
華
侊

　
桂
古
流
　
　
　
　
高
橋
典
花

　
草
月
流
　
　
　
　
竹
下
尚
峰

　
正
風
流
一
光
会
　
桐
生
一
光

大宮北小・北中学校様

氷川蛍の会様 新宿調理士専門学校様
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敬
神
講
社
区
域
の
中
に
あ
り
、
春
秋
の
講
社
祭
に
特
別
の
御
奉
納
を
頂
く
氷
川
神
社
の
分
社
を
御
紹
介
致
し
ま
す
。

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
谷
一
四
七
二

由
　
緒　
創
建
年
代
は
不
詳
だ
が
、

建
武
元
年（
一
三
三
四
）の
「
足
利
直
義

下
知
状
」（
宇
都
宮
文
書
）に
「
大
谷
郷

（
上
尾
の
大
谷
本
郷
と
す
る
説
も
有
）」

と
あ
る
事
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
当
社
よ

り
分
霊
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
本
殿
の
周
り
に
は
透
塀
が
巡
ら
さ

れ
て
お
り
、
正
面
入
口
の
唐
破
風
屋
根

の
神
門
に
は
、
竜
・
亀
・
唐
獅
子
な
ど

の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
参

道
入
口
の
両
部
鳥
居
は
当
社
よ
り
移

築
し
た
も
の
。

　
当
地
の
氏
子
区
域
に
は
昭
和
二
十
一

年
に
結
成
さ
れ
た
七
里
敬
神
講
社
が
あ

り
、
例
年
四
月
七
日
の
鎮
花
祭
大
祭
に

あ
わ
せ
七
里
敬
神
講
社
大
祭
が
行
わ

れ
て
い
る
。
七
里
と
は
大
谷
・
膝
子
・

東
宮
下
・
新
堤
・
東
門
前
・
蓮
沼
・
風

渡
野
の
七
地
区
で
始
ま
っ
た
事
に
因
む
。

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
西
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

島
根
四
五
六

由
　
緒　
弘
仁
二
年（
八
一
一
）に
足

立
太
郎
秀
盛
が
自
ら
の
領
地
に
氷
川

神
社
を
勧
請
し
た
。「
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
」
に
よ
れ
ば　
氷
川
社　
村

内
及
び
側
海
斗
・
三
条
町
・
在
家
・

塚
本
等
八
ヵ
村
の
総
鎮
守
と
あ
る
。

現
在
の
御
祭
神
は
素
戔
嗚
尊
と
建
御

名
方
命
の
二
座
。
応
永
二
十
年

（
一
四
一
三
年
）の
足
利
義
持
寄
進
状

（
岩
井
文
書
）に
「
足
立
郡
嶋
根
村
」

と
見
え
、
当
村
の
う
ち
六
反
の
地
が

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
に
寄
進
さ
れ
て

お
り
、
中
世
か
ら
の
結
び
つ
き
が
わ

か
る
。
現
在
で
も
十
一
月
二
十
三
日

の
新
嘗
祭
に
は
当
地
か
ら
、
そ
の
年

の
初
穂
が
供
え
ら
れ
る
。
境
内
の
狛

犬
に
は
東
角
井
楯
臣
宮
司
の
揮
毫
が

あ
る
。

敬
神
講
社
区
域
に
鎮
座
す
る
氷
川
神
社
の
分
社

大
谷
氷
川
神
社

島
根
氷
川
神
社

御祭神　素盞嗚尊神門の彫刻

御祭神　素戔嗚尊　建御名方命狛犬
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地
域
の
氏
神
神
社
紹
介
②

　
氷
川
神
社
は
武
蔵
国
の
一
の
宮
と
し
て
広
く
守
護
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
社
以
外
に
も
古
く
か
ら
「
村
の
鎮
守
」、
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
が

ご
ざ
い
ま
す
。

櫛
引
氷
川
神
社

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

　
　
　
　
　
　

 

櫛
引
町
一
‒
六
五
三

由
　
緒　

 

応
永
五
年（
一
三
九
八
）創

建
。
明
治
期
に
日
進
神
社

に
合
祀
も
、
昭
和
五
十
一

年
氏
子
の
熱
望
に
よ
り
合

祀
解
除
、
櫛
引
氷
川
神
社

と
定
め
た
。
境
内
の
筆ふ

で

子こ

碑ひ

は
澁
谷
勝
平
の
も
の
で
、

平
田
篤
胤
の
門
人
藤
原
直

彦
に
師
事
し
平
正
彦
と
号

し
た
。

大
成
八
幡
神
社

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

　
　
　
　
　
　

 

大
成
町
一
‒
二
〇
三

由
　
緒　

 

創
建
は
明
徳
年
間

（
一
三
九
〇
‒
九
四
）で
、
後

に
当
地
を
領
し
た
金
子
駿

河
守
が
八
幡
神
を
勧
請
と

伝
え
る
。
明
治
期
に
日
進
神

社
に
合
祀
も
、
昭
和
二
十
七

年
に
氏
子
の
熱
望
に
よ
り
合

祀
解
除
。
百
貫
神
輿
と
深

川
流
囃
子
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
。

御祭神 素戔嗚尊 奇稲田姫尊

御祭神 誉田別命

土
呂
神
明
神
社

御祭神 天照大御神

日
進
神
社

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
北
区

　
　
　
　
　

 

日
進
町
二
‒
一
一
九
四

由
　
緒　

 

中
世
の
創
建
。
本
殿
は
一
間

社
流
造
。
明
治
四
十
年
、

日
進
村
に
鎮
座
す
る

四
十
六
社
を
合
祀
、
社
号

を
氷
川
社
か
ら
日
進
神
社

に
改
称
。「
餅
搗
き
踊
り
」は
、

江
戸
期
に
往
来
の
大
名
や

武
士
の
接
待
を
兼
ね
行
っ
た

餅
搗
き
が
芸
能
化
し
た
も
の
。

御祭神 素戔嗚尊

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
北
区

　
　
　
　
　

 

土
呂
町
二
‒
八
三
‒
一

由
　
緒　

 

創
建
年
代
不
詳
。
明
治
十
三

年
、本
殿
改
築
、拝
殿
新
築
。

か
つ
て
は「
土
呂
の
大
杉
」と

呼
ば
れ
た
県
の
天
然
記
念
物

指
定
を
受
け
た
御
神
木
が
あ

り
、
源
義
経
が
蝦
夷
地
に
渡

る
以
前
、
休
憩
し
地
面
に
挿

し
た
杉
の
箸
が
大
木
に
な
っ

た
と
も
、
源
頼
義
・
義
家
親

子
が
挿
し
た
と
も
伝
え
る
。
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第
二
十
一
号
は
四
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

　大湯祭特別紙朱印（金・銀）
は11月30日から、正月特別
紙朱印は１月１日から授与
開始致しました。春の特別紙
朱印の他、最新のお知らせは
ホームページ、SNSでお知
らせ致します。

一
月
十
六
日
か
ら
二
月
末
日

の
恒
例
祭
・
恒
例
行
事

一
月
二
十
四
日　
九
時
～
防
災
訓
練

二
月
　
　
一
日　
月
次
祭

　
　
　
　
三
日　
節
分
祭

　
　
　
※
午
後
の
撒
豆
式
及
び

　
　
　
　
福
引
中
止

　
　
　
　
七
日　
的
神
事

　
　
　
　
十
日　
初
午
祭

　
　
　
十
一
日　
紀
元
祭

　
　
　
十
五
日　
献
詠
祭

　
　
　
十
七
日　
祈
年
祭

　
　
二
十
三
日　
天
長
祭

ホーム
ページ

インスタ
グラム ツイッター

新
規
・
季
節
の
授
与
品
の
御
案
内

参道朱印帳

（４月１日～
１月につき
100冊限定
［朱印込］
2,000円

咲守り

（3月20日～）

1,000円

アルディージャ
朱印帳

［朱印帳のみ］
1,500円

［朱印込］
2,000円

　詳細や申込み方法
などはホームページ
を御参照願います

1月29日、30日

新春ご見学ご相談会

婚礼展示会 模擬挙式

2月27日


